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3 歳 4 か月～6 歳 3 か月の幼児 57 名です。発達検査としては乳幼児発達スケール（KIDS）
を、通園施設職員の協力を得て実施しました。  
すべての対象児に聴力検査として COR を施行しました。測定周波数は 500Hz、1kHz、






COR の実施状況を図 3 左に示しました。
成績が 35dB 以下の小児が 47 名 82％、
38dB 以上と検査にはできたが結果が悪く




確認がとれたのは、47 名 82％でした。  
図 3 右は COR で聴力良好が確認できた






名の KIDS 発達年齢は 0 歳 7 か月～5 歳 0




両耳 pass が 19 名 33％、片耳 pass が 3 名
5％、両耳 refer が 1 名 2％で、両耳 pass







OAE 検査の可否を、KIDS 発達年齢を 2
歳以上と 2 歳未満に分けて図 5 に示しまし
た。発達年齢が 2 歳以上の知的障害児 24
名中 15 名（63％）、および発達年齢が１歳
















OAE 検査可能の各々の割合を図 6 に示しました。青が健常児、赤が障害児です。2～3 歳
代では、健常児は 94％、障害児は 61％が OAE 検査可能で、0～1 歳代では健常児の 68％、
障害児の 24％が OAE 検査可能で、どちらも有意差が認められました。この結果から、障





１．知的障害児施設の、3 歳～5 歳児クラスの通園児 57 名を対象に、検査を実施しまし
た。  
２．COR 成績が 35dB 以下であった幼児は 57 名中 47 名で 82％、OAE が pass であっ
た幼児は 22 名で 38％でした。  
３．KIDS 発達年齢が 0～3 歳代までの知的障害児と、暦年齢が 0～3 歳代までの健常児
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